ウシ　シンキン　チトクロム　c1　ノ　イチジ　コウゾウ by ワカバヤシ, サダオ et al.
Osaka University









氏名・(本籍) 箸 ft 誕 長
学位の種類 理 学 博 士
学位記番号 第 5 1 9 7 号











チト クロム c，をトリ プンン，Staphy lococcusのプロテアーゼ，キモトリプシンで消化し，それぞ
れのププチド断片をゲル炉過，イオン交換クロマトグラブイー，高圧炉紙電気泳動，炉紙夕ロマトグ
ラフィーで精製し，それらのアミノ酸配列順序を手動エドマン法及び固相法のシークエンサーを用い
て決定した。また， プロムシアン分解によって生じたペプチドの分析及びヒドロキ シルア ミン分解を
行い，アミ ノ酸配列をより確実なものとした。以上の分析により， 総残基数241コのア ミノ酸から成
るチトクロム c，の一次滑造が明らかと在った。ヘムを含む分子量は27，874で今までに報告されている
値29，∞0-31，∞0より少し小さかった。決定した一次梅造から算出されるチトクロム c，のアミノ酸組
成1;1:次の通りである。Asp13，Asn6， Thr7， Serl6， Glu16， Gln5， Pro22， Gly17， Ala18， Cys5， 
Val15， Met 10， Ile 4， Leu 25， Tyr 15， Phe8， Lys 12， His 9， Arg 15， Trp3。




















の扱いが困難を極め，多くの研究者が断念したものであるO これを解決するため C} の各種誘導体
を合成し，その断片化と配列順序の決定という手続きを経て合計241ケのアミノ酸から成る全一次構
造を完成したO とくにへム Cを含む部分は困難を極めたが， その難関を突破することに成功した。







こに求めた o(6)酸性部位の極在性を分子のアミノ末端側に見出し チトクロム Cとの相互作用に必要
な部位と想像した。なおこの部位は膜から外に出ていると考えられる O その他分子の立体構造に言及
し，今後の研究の重要な基盤を提供しえた。
以上の結果，この論文は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認めるものである O
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